
本宮大社（伊邪那岐大神(いざなぎのおおかみ)家津美御子大神(けつみみこのおおかみ)) 

 本宮が熊野三山の中心として鎮座しています。神門をくぐると３棟で４つの神殿が見えま

す。 

 第一殿「西御前（にしのごぜん）」－ 

  熊野牟須美神（くまのむすみのかみ） 

  事解之男神（ことさかのおのかみ） 

 第二殿「中御前（なかのごぜん）」－ 

  御子速玉之神（みこはやたまのかみ） 

  伊弉諾尊（いざなぎのみこと）」 

 第三殿本社「証誠殿（しょうじょうでん）」－ 

  家都美御子大神（けつみみこのおおかみ 

  家都御子大神ともいう 熊野坐神（くまのにいますかみ）と呼ばれていました。 

 第四殿「若宮（わかみや）」－ 

  天照大神 

 

那智大社（熊野牟須美神（くまのむすみのかみ） 熊野夫須美大神：伊奘冉尊） 

 神武天皇が熊野灘から那智の海岸に上陸したとき光り輝く山の方へ入っていくと大滝があっ

たとされます。以前よりこの地の住民の信仰の対象となっていた大滝は神武天皇を守り，八

咫烏（やたがらす）の導きによって大和へ戻ったと社伝にあります。 この大滝を神とし，「大

国主命（おおくにぬしのみこと）」をまつり，また，親神さまの「夫須美神」（伊弉冉尊：い

ざなみのみこと）を祀りました。 

 

速玉大社（熊野速玉大神（いざなぎのみこと） 熊野夫須美 約２０００年ほど前の景

行天皇の時代，神倉山から現在の地に遷りました。 熊野速玉大神・熊野夫須美大神を

主神とし，１２の神々を祀っています。  

 

 平安時代から鎌倉時代，皇族や貴族たちは山岳信仰に救いを求め，「熊野御幸」をおこ

なうようになりました。やがて熊野信仰は武士や庶民へも広がっていきます。 

 

熊野本宮大社（和歌山県東牟婁郡本宮町） 

本殿撮影及び掲載の許可済 

 

那智大社（和歌山県東牟婁郡那智勝浦町） 

 

 

速玉大社（和歌山県新宮市） 
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